
様式１-２（基本情報）

令和4年度人材育成推進事業費補助金

企画提案書
[基本情報]

（採択時公表。ただし、項目14 については非公表。）

１． 事業責任大学 福井大学

成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業

２． 機関番号
申請
大学 13401

３．
事業者  ふりがな うえ　だ　　　たか　のり

学長
 （大学等の設置者）  （氏名） 上　田　孝　典  （所属・職名）

６． 対象とするB（リテラシー）

学長
 （大学等の学長等）  （氏名） 上　田　孝　典  （所属・職名）

５． 事業責任者
 ふりがな すえ　　しん いち ろう

職業訓練受講給金対象プログラムとするか否か ：

４．
申請者  ふりがな うえ　だ　　　たか　のり

理事（研究、産学・社会連携担
当）／副学長 （氏名） 末　　信 一 朗  （所属・職名）

９．

事業経費
（単位：千円）

※千円未満は
切り捨て

「ふくい型アプレンティス」キャリア形成プログラム（産学官金連携によるDX人材養成）プログラム名

申請メニュー

プログラムの分野 システム開発・設計 × 地域企業の生産性向上、DX（現代社会のデジタル化） × 地域創生７．

10. 基本情報（予定・見込み含む）

事業規模
（総事業費）

補助金申請額

大学負担額

受講料収入見込み額

※１．文部科学省や他省庁が実施する他の補助金は「大学負担額」に計上しないこと。

内
訳

16,361

10,888

5,473

千円

千円

千円

千円

８．

プログラムの
ポイント（400

字以内）

　米国にて失業者対策として成功を収めたアプレンティス制度（高度技術習得制度）に倣い、多くの
企業から強いニーズがあるシステム開発・設計、ＤＸ（現代社会のデジタル化）の能力について、意
欲さえあれば学歴やスキルに関係なく集中的に身に付けるプログラムを、本学が実施した令和２
年度、３年度補正事業のプログラムをブラッシュアップして、これまで地域産業界や福井県とともに
構築してきた大学を中心とした産学官金連携体制のもとで実施する。
　転職希望者や都市圏からのＵ・Ｉターン希望者が受講しやすいよう、金曜日夜間や土曜日、日曜
日を中心に講義を開講し、２ヶ月＋就業体験、計128時間以上の短期集中型プログラムとする。オ
ンラインコンテンツによる補講や大学院生の講義アシスタントの配置等により受講者の初期スキル
の差をカバーする。身に付けられる能力・スキルはITスキル標準のレベル１相当からレベル２相当
とする。

（389文字）

既存の同分野プログラム あり

リカレント教育担当部署等の設置 既設
リカレント教育に関与する教員への

インセンティブ措置規程の整備 整備予定

連携大学等数 　　　４機関 プログラム活用企業等数 　　　　２０　機関

受講料設定額 無料

プログラムレベル（ITSS、資格等） ITSSレベル1～2相当 オンライン授業の割合 １割程度

総授業時間数（実時間数） 　　　１２８　時間 プログラム期間 　１０～１１　月

受講者数 　　３０　名 部分受講者数 　　　３００　名
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様式１-２（基本情報）

（参加校［大学、短期大学、高等専門学校］）

（企業・経済団体）

（その他）

4

12. 学生・
教職員数

大学名 福井大学

学生数

学部 855 人 3,978 人 3,745

教職員数（R4.5.1）

入学定員
（令和４年度）

全学生数
（R4.5.1）

収容定員
（令和４年度）

定員充足率
（R4.5.1）

教員数 職員数 合計

830 人

厚生労働省福井労働局、福井県産業労働部・交流文化部・地域戦略部・総務部

11. 事業協働
機関

福井大学

福井県経営者協会、福井県銀行協会、福井大学同窓経営者の会、福井大学産学官連携本部協力会

13. 取組を実施す
る学部等名

学部等数 研究科等数

（学部等名）
工学部、国際地域学部、地域創生推進本部、産学官連携本部

(研究科等）

合計 1,234 人 4,942

（事業責任大学名：福井大学

人 4,575

2,176 人大学院 379 人 964 人 116.1%

人 106.2%

686 人 1,490 人

人 108.0%
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